
　

館
報
編
集
委
員
は
「
公
民
館
報

と
は
何
か
」を
常
に
考
え
な
が
ら
、

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

広
報
誌
、
商
業
紙
と
は
異
な

り
、
住
民
の
目
か
ら
見
た
地
域
の

問
題
、
行
事
、
話
題
等
に
つ
い
て

紹
介
、
中
立
的
立
場
に
た
っ
て
記

事
に
し
て
い
ま
す
。

　

終
戦
後
、
軍
需
工
場
で
働
い
て

い
た
人
達
、
満
州
な
ど
か
ら
引
き

揚
げ
て
き
た
人
々
、
い
ろ
い
ろ
な

所
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
人
に
よ

り
町
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
36
年
に
、
松
南
地
区
が
誕

生
し
、
平
成
23
年
に
は
、
松
南
地

区
発
足
50
年
の
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
松
南
地
区
の
歴

史
、
50
年
の
歩
み
を
、
住
民
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
い

ろ
い
ろ
な
企
画
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
５
月
30
日
か
ら
平
成

20
年
５
月
30
日
号
の
６
回
シ
リ
ー

ズ
で
、
古
墳
・
平
安
時
代
（
出
川

南
遺
跡
）
か
ら
平
成
20
年
ま
で
の

代
表
的
な
出
来
事
を
記
事
に
し
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
５
月
30
日
か
ら
24
年

１
月
30
日
号
の
10
回
シ
リ
ー
ズ
で

松
南
地
区
９
町
会
の
歩
み
を
町
会

の
皆
様
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
、
体
育
協
会
、
こ

ど
も
会
育
成
会
、
安
協
南
松
本
支

部
、
南
松
本
商
工
振
興
会
、
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
、
健
康
づ
く
り

推
進
員
会
、
日
赤
奉
仕
団
松
南
分

団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
松
南
、
衛
生

協
議
会
、
防
災
会
の
11
団
体
に
松

南
地
区
50
年
関
連
記
事
を
代
表
の

方
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
５
月
30
日
か
ら
26
年

１
月
30
日
号
で
、
町
内
公
民
館
の

歩
み
、
活
動
を
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

松
本
市
の
地
区
再
発
見
事
業
に

基
づ
き
、
テ
レ
ビ
松
本
「
わ
が
ま

ち
再
発
見
」
松
南
地
区
版
の
内
容

が
平
成
25
年
８
月
の
拡
大
館
報
松

南
版
編
集
委
員
会
で
検
討
さ
れ
、

同
町
会
長
会
、
同
町
内
公
民
館
長

会
の
協
力
で
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
、
す
で
に
収
録
は
終
了

し
て
い
ま
す
。　

　

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
南
部

公
民
館
の
名
称
が
変
更
さ
れ
、
松

南
地
区
公
民
館
と
な
り
ま
し
た
。

文
字
ど
お
り
松
南
地
区
の
公
民
館

と
な
り
ま
し
た
。

て
東
京
イ
ン
テ
リ
ア
家
具
の
東
側

道
路
沿
い
の
敷
地
内
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

只
今
会
議
中

公
民
館
報「
松
南
版
」編
集
委
員
会

　

現
在
、
シ
リ
ー
ズ
の
「
わ
が
ま

ち
の
お
宝
」「
人
物
紹
介
」
は
続

け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
様
の
目
線

で
、
取
材
し
、
記
事
に
し
て
参
り

ま
す
。

　

身
近
な
話
題
、
問
題
な
ど
を
松

南
地
区
公
民
館
ま
で
お
寄
せ
下
さ

い
。

（
塩
原
保
彦
）

　

館
報
松
南
版
編
集
委
員
会
の
委

員
を
中
心
に
、
松
南
地
区
史
跡

ゾ
ー
ン
整
備
研
究
委
員
会
（
塩
原

保
彦
委
員
長
）
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
松
南
地
区
町
内
公
民
館
長

会
（
百
瀬
壽
会
長
）、
南
部
公
民

館
（
上
條
恒
嗣
館
長
）
の
大
き
な

力
で
、
平
成
25
年
度
末
に
完
成
し

ま
し
た
。

　

松
本
市
松
南
地
区
史
跡
マ
ッ
プ

解
説
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
館
報
で

警
察
予
備
隊
、
保
安
隊
、
自
衛
隊

関
係
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
松
南
地

区
、
鎌
田
地
区
に
は
、
多
く
の
元

隊
員
が
住
ん
で
お
り
、
取
材
に
は

苦
労
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
松
本
部

隊
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
地
区
に

駐
屯
し
、
そ
の
宿
舎
は
、
Ａ
地
区

は
前
芳
野
町
町
内
公
民
館
付
近
、

Ｂ
地
区
は
宮
田
東
町
内
公
民
館
付

近
に
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
警

察
予
備
隊
は
、
自
衛
隊
と
な
り
、

当
時
の
Ｃ
地
区
に
集
約
さ
れ
て
お

り
、
平
成
26
年
３
月
22
日
に
発
行

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

案
内
看
板
は
、
縦
90
セ
ン
チ
、

横
1
5
0
セ
ン
チ
の
ア
ル
ミ
製

で
、な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば
の
駐
車
場
・

「
カ
リ
ヨ
ン
の
鐘
」
隣
に
、
そ
し

公
民
館
と
は

松
南
地
区
発
足
50
年

今
昔
も
の
が
た
り

関
係
団
体

松
南
地
区「
史
跡
マ
ッ
プ
」

こ
れ
か
ら
の
10
年

町
内
公
民
館

わ
が
ま
ち
再
発
見

松
南
地
区
公
民
館

館
報
で
つ
づ
る

　
　

松
南
地
区
の
50
年

公
民
館
報「
松
南
版
」10
年

　

平
成
18
年
よ
り
南
部
（
松
南
・
庄
内
）
版
が
、
庄
内
地
区
公
民

館
落
成
に
伴
い
地
区
版
は
、
松
南
版
、
庄
内
版
と
し
て
発
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
、
松
南
版
66
号
（
３
月
30

日
発
行
）
で
ま
る
10
年
と
な
り
ま
す
。
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11
月
６
日
、
町
内
公
民
館
長
及

び
館
報
編
集
委
員
の
方
々
等
約
30

人
で
、
紅
葉
の
南
木
曽
町
妻
籠
宿

を
訪
ね
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
と

公
民
館
活
動
の
先
進
地
で
す
。「
妻

籠
を
愛
す
る
会
」の
方
の
案
内
で
、

旅
情
あ
る
街
並
み
を
ゆ
っ
た
り
歩

き
ま
し
た
。

　

妻
籠
は
、
中
山
道
の
宿
場
町
と

し
て
繁
栄
し
た
も
の
の
、
明
治
以

降
は
鉄
道
や
国
道
が
開
通
し
、
戦

後
は
経
済
成
長
か
ら
置
き
去
り
に

さ
れ
た
寒
村
で
し
た
。
そ
こ
が
逆

転
、残
さ
れ
た
町
並
み
を
見
直
し
、

打
っ
て
出
た
の
が
妻
籠
宿
で
す
。

折
か
ら
高
度
成
長
に
疑
念
が
湧
き

始
め
た
昭
和
40
年
代
、「
貸
さ
な

い
、
売
ら
な
い
、
壊
さ
な
い
」
を

絶
対
的
な
信
条
に
、
住
民
に
よ
る

地
域
づ
く
り
に
懸
け
た
姿
勢
は
、

一
挙
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。以
来
、

そ
の
実
績
は
全
国
に
伝
わ
り
、「
町

並
み
保
存
」
第
一
号
と
し
て
、
地

域
づ
く
り
の
揺
る
が
ぬ
模
範
と
評

価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
に
人
あ
り
。
島
崎
藤
村
の

実
兄
広
助
は
、
御
料
林
問
題
で
は

明
治
政
府
と
、
ま
た
「
電
力
王
」

福
沢
桃
助
と
も
、
木
曽
の
利
権
を

確
保
す
る
た
め
四
つ
に
渡
り
合
い

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
は
、「
愛

す
る
会
」
理
事
長
の
小
林
俊
彦
さ

ん
が
い
ま
す
。
妻
籠
宿
保
存
運
動

妻
籠
宿
を
訪
ね
て

時
代
の
流
れ
と
伝
統
文
化

町
内
の
文
化
祭
か
ら

繭
玉
づ
く
り
と

　
　
　
三
九
郎
か
ら

を
全
身
で
担
っ
て
半
世
紀
。
意
気

軒
昂
、
高
齢
の
今
も
地
域
を
リ
ー

ド
し
て
い
ま
す
。
歴
史
は
風
土
と

な
り
、
人
を
育
む
の
で
し
ょ
う
。

　

地
場
産
業
の
ろ
く
ろ
細
工
を

「
木
地
師
の
里
」
に
訪
ね
、
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。
で
も
思
い
起
こ

す
の
は
、「
愛
す
る
会
」の
方
の「
妻

籠
も
空
き
家
が
進
行
し
、
宿
場
を

担
い
切
れ
る
か
不
安
で
す
。」
の

ひ
と
言
で
す
。
個
人
の
力
に
頼
る

時
代
は
終
わ
り
、
思
い
を
共
有
す

る
人
達
の
小
さ
な
力
を
寄
せ
集
め

る
「
共
同
」
の
時
代
を
迎
え
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

思
い
を
正
す
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
澤
幸
男
）

　

年
末
に
は
餅
を
つ
い
て
鏡
餅
を

つ
く
り
、
門
松
を
飾
っ
て
新
年
を

迎
え
る
。
正
月
明
け
に
は
三
九
郎

で
、
書
初
め
や
松
飾
り
と
願
い
事

を
し
た
お
札
や
達
磨
等
を
燃
や
し

な
が
ら
繭
玉
を
焼
い
て
食
べ
、
無

病
息
災
を
願
う
。
そ
し
て
、
新
し

い
年
へ
の
決
意
や
願
い
事
を
す

る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
昔
か
ら
の

伝
統
行
事
が
時
代
と
共
に
薄
れ
て

い
く
こ
と
を
危
惧
す
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
町
内
の
文
化
祭
で
の

様
子
や
繭
玉
づ
く
り
講
座
、
三
九

郎
の
様
子
を
紹
介
す
る
中
で
、
伝

統
文
化
の
伝
承
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
機
会
に
と
、
実
情
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

品
」
も
並
び
、
来
場
者
の
足
を
留

め
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で

は
、
子
ど
も
さ
ん
達
も
集
ま
り
、

数
々
の
マ
ジ
ッ
ク
に
目
を
丸
く
し

な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
東
友
会
」
の
方
々
の

指
導
に
よ
る
古
代
の
火
お
こ
し
や

餅
つ
き
、
石
臼
を
使
っ
て
の
き
な

粉
作
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
老

若
男
女
が
協
力
し
あ
い
つ
き
上
げ

た
餅
は
、
き
な
粉
・
あ
ん
こ
・
ご

ま
に
仕
上
げ
ら
れ
、
大
鍋
で
煮
込

ん
だ
豚
汁
と
と
も
に
、
皆
で
「
こ

し
」の
あ
る
餅
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

最
近
の
家
庭
で
は
、「
餅
つ
き

器
」
を
使
っ
て
の
餅
つ
き
さ
え
、

ほ
と
ん
ど
さ
れ
な
い
と
推
察
す
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で
臼

と
杵
を
使
っ
て
の
餅
つ
き
を
、
子

ど
も
さ
ん
達
に
体
験
し
て
も
ら
え

た
事
は
、
と
て
も
有
意
義
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念

な
こ
と
に
、
こ
の
と
こ
ろ
食
品
衛

生
上
の
観
点
か
ら
餅
つ
き
な
ど
の

行
事
を
催
し
か
ら
外
す
と
い
う

１月7・8日（土・日）各町会毎に、午前中は門松やお札・
達磨等を集め三九郎づくりを。午後2時頃から焼き始
め、火の弱まるのを待ち繭玉を焼く。両日とも、どの町
会も大勢の親子が集まり火を囲む姿が見られた。

報
道
が
聞
か
れ
る
様
に
な
り
ま
し

た
。
確
か
に
、
安
全
衛
生
は
大
切

で
は
あ
り
ま
す
が
、
餅
つ
き
を
含

め
た
様
々
な
日
本
の
食
文
化
の
伝

承
も
途
切
れ
さ
せ
た
く
な
い
も
の

だ
と
、
こ
の
文
化
祭
に
お
い
て
痛

切
に
思
っ
た
次
第
で
す
。

（
松
沢 

啓
二
）

１月７日（土）『繭玉づくり講座』なんなんひろ
ば調理室にて20余名の小学生が参加。児童セ
ンターに通う保護者や民生委員、ボランティア
の方々に教えていただきながら繭玉づくりを。

　

菊
咲
き
ほ
こ
る
11
月
。
宮
田
東

公
民
館
に
お
い
て
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
色
を
醸
し
出
す
菊
の
鉢

花
で
飾
ら
れ
た
会
場
に
は
、
古
い

文
化
を
窺
い
知
る
事
の
で
き
る
農

具
や
カ
バ
ン
、書
、写
真
、生
け
花
、

手
芸
の
会
に
よ
る
作
品
の
数
々
、

ま
た
有
志
の
方
々
の
「
自
慢
の
逸
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